
第１号の４様式（第６条関係） 

年 月 日 

杉 並 区 長 宛 

 申 請 者  住所 杉並区阿佐谷南１－１５－１ 

（建築主等） 氏名 杉 並  一 郎  認印 

電話 ０３（３３１２）○○○○ 

代 理 人  住所 杉並区成田東３－１７－３０ 

㈱ 杉並 
氏名 土 木  事 朗 認印 

電話 ０３（３３１５）○○○○ 

自 主 整 備 計 画 書

 狭あい道路の拡幅整備の事前協議に関する後退用地等を下記のとおり自主整備するので、

計画書を提出します。なお、整備後は完了届を提出し、後退用地等は道路として適切な 

維持管理を行います。 

記 

受 付 番 号 第 ○○－○○○○ 号 （ 区道 ・ 私道 ・ その他） 

申 請 地 
杉並区   阿佐谷南 一丁目  ７１５ 番地 １，５，７ 

（住居表示 阿佐谷南 一丁目 １５ 番   １ 号） 

自 主 整 備 種 別 

１ 床面積 1,500㎡以上 ・ 開発行為 ・ 位置指定道路 

２ 土地の管理（ 売却 ・ 相続 ）  

３ その他（権利者不承諾・障害物・終端・ ） 

無償使用承諾書の 

提出日(区道の場合) 
年 月 日 

後退用地等の整備 

１ アスファルト舗装 ２ その他（別添整備計画図のとおり） 

整備予定時期 （ 年 月頃）  

境界線の表示方法 １ Ｌ形側溝  ２ 縁石  ３ その他（別添整備計画図のとおり） 

（注意事項） 

・申請者が変わる場合は、「申請者変更届」と「整備方法」の再協議が必要になります。 

（添付書類） 

・整備計画図 

【記入例】 

延床面積が 1,500 以上、開発行為、位置指定道路の

場合は１番に○ 

売却や相続の場合は２番に○ 

その他に該当する場合は３番に○をして下さい。 

日付は記入しないでください。 

日付は記入しないでください。 

協議申請者の住所、氏名、電話番号

を記入し、印を押印してください。 

協議代理人の住所、氏名、電話番号

を記入し、印を押印してください。 

住所・氏名・電話は、タイプ、ゴム印等を使わずに手書きで記入し

てください。法人の場合は、住所・氏名・電話のゴム印も可です。 
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自 主 整 備 計 画 図 作 成 例
区整備非承諾で自主整備とする場合は個別相談になります。

道路後退部分と隅切り部分はアスファルト舗装とする。

2項道路後退線の縁石（幅100～150）は敷地側に設置する。

隣地との共有塀が撤去できない場合は確認書(念書)を提出していただきます。

※訂正の終わった現況図に下記①～③の内容を記載したものを自主整備計画図とします。

（本図面は、売買・相続・土地の管理等を目的とする自主整備図面です。）
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